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《
マ
リ
ア
十
五
玄
義
図
》

再
考

|
「
神
殿
奉
献
」

場
面
を
中
心
に

《
キ
ー
ワ
ー
ド
》
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
、
神
殿
奉
献
、
割
礼
、
イ
エ
ズ
ス
会

一
、
は
じ
め
に

十
七
世
紀
前
半
に
日
本
人
の
手
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
マ
リ
ア
十
五
玄
義
図

は
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
周
囲

を
取
り
囲
む
よ
う
に
描
か
れ
た
キ
リ
ス
ト
と
マ
リ
ア
の
生
涯
の
十
五
の
場
面

（
玄
義
）
が
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
に
付
随
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
現
存

す
る
マ
リ
ア
十
五
玄
義
図
は
、
京
都
大
学
所
蔵
原
田
家
本
（
図
1
)
と
東
家
本

（図
2
、
茨
木
市
立
キ
リ
シ
タ
ン
遺
物
史
料
館
架
蔵
）
の
二
点
が
あ
り
、
東
家

本
は
一
九
二

0
年
、
原
田
家
本
は
一
九
一
―

-
0
年
に
そ
れ
ぞ
れ
先
祖
代
々
の
開
か

ず
の
櫃
、
民
家
の
屋
根
裏
に
張
り
付
け
ら
れ
た
竹
筒
の
中
で
発
見
さ
れ
た
貴
重

な
南
蛮
美
術
の
遺
物
で
あ
る
。
東
家
本
の
保
存
状
態
は
決
し
て
良
好
と
は
言
え

な
い
が
、
原
田
家
本
に
先
行
す
る
も
の
と
し
て
そ
の
図
像
を
考
え
る
と
き
考
慮

す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

原
田
家
本
は
十
五
玄
義
図
の
名
の
通
り
、
十
五
の
玄
義
が
四
角
い
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
で
左
辺
、
上
辺
、
右
辺
を
取
り
囲
む
。
左
辺
下
か
ら
「
受
胎
告
知
」
「
ご

宇

埜

直

子

訪
問
」
「
生
誕
」
「
神
殿
奉
献
」
「
博
士
た
ち
と
の
論
議
」
、
上
辺
左
か
ら
「
ゲ
ッ

セ
マ
ネ
の
祈
り
」
「
笞
打
ち
」
「
茨
の
冠
」
「
十
字
架
へ
の
道
行
」
「
傑
刑
」
、
右

辺
上
か
ら
「
キ
リ
ス
ト
の
復
活
」
「
キ
リ
ス
ト
の
昇
天
」
「
聖
霊
降
臨
」
「
聖
栂

被
昇
天
」
「
聖
栂
の
戴
冠
」
と
順
に
続
い
て
い
る
。
画
面
中
央
は
上
下
二
層
に

分
割
さ
れ
て
お
り
、
上
に
は
聖
母
子
像
、
下
に
は
諸
聖
人
及
び
聖
餐
の
秘
蹟
と

イ
エ
ズ
ス
会
の
シ
ン
ボ
ル
が
描
か
れ
て
い
る
。
上
層
の
聖
母
は
右
手
に
幼
児
キ

リ
ス
ト
を
抱
き
、
左
手
に
白
い
椿
の
花
を
持
ち
、
一
方
、
幼
児
キ
リ
ス
ト
は
左

手
で
地
球
儀
を
持
っ
て
右
手
で
祝
福
を
与
え
て
い
る
。
聖
母
子
の
両
脇
で
唐
草

模
様
の
あ
る
黄
色
い
帳
幕
の
よ
う
な
も
の
が
左
右
で
結
ば
れ
て
い
る
。
下
層
の

中
央
、
聖
杯
と
聖
餅
の
下
に

I
H
S
が
あ
り
、
両
手
を
合
わ
せ
た
イ
エ
ズ
ス
会

の
創
始
者
聖
イ
グ
ナ
テ
ィ
ウ
ス
・
デ
・
ロ
ヨ
ラ
と
、
マ
ン
ト
の
下
で
胸
を
開
く

動
作
を
す
る
同
じ
く
イ
エ
ズ
ス
会
の
聖
人
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
が
こ
れ

を
仰
ぎ
見
て
い
る
。
ロ
ヨ
ラ
の
後
ろ
に
は
殉
教
具
で
あ
る
斬
首
の
斧
を
持
つ
聖

マ
テ
ィ
ア
ス
、
ザ
ビ
エ
ル
の
後
ろ
に
は
目
を
持
つ
聖
ル
チ
ア
が
い
る
。
上
下
を

分
け
る
帯
の
上
に
は

L
O
W
A
D
O
S
E
I
A
 O
 S
A
N
C
T
I
S
S
 
(IM) 
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S
A
C
R
A
M
E
N
T
O
 (
い
と
も
尊
き
秘
蹟
た
っ
と
れ
た
ま
え
）
と
、
ま
た
最
下

部
の
帯
に
は
各
聖
人
の
名
が
書
か
れ
て
い
る
。
東
家
本
も
ほ
ぽ
同
じ
構
図
を
取

る
が
、
下
部
の
聖
人
は
ロ
ヨ
ラ
と
ザ
ビ
エ
ル
の
み
で
、
三
方
を
取
り
囲
む
十
五

玄
義
図
の
諸
場
面
に
は
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。

ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
お
い
て
広
く
親
し
ま
れ
る
も
の

で
、
数
珠
を
繰
っ
て
数
え
な
が
ら
天
使
祝
詞
（
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
）
を
詩
篇
と

同
じ
数
、
つ
ま
り
百
五
十
回
唱
え
、
そ
の
間
に
十
五
の
玄
義
を
瞑
想
す
る
も
の

(6) 

で
あ
る
。
十
五
の
玄
義
は
伝
統
的
に
、
五
つ
ず
つ
、
喜
び
、
悲
し
み
、
栄
光
の

三
つ
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
は
《
マ
リ
ア
十
五
玄
義
図
》
の
各
辺
の
通
り
で

ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
の
特
性
は
キ
リ
ス
ト
と
マ
リ
ア
の
生
涯
を
瞑
想
す
る

こ
と
に
あ
る
た
め
、
本
図
の
よ
う
に
、
そ
の
瞑
想
を
助
け
る
た
め
に
玄
義
の
諸

場
面
が
祭
壇
画
の
周
囲
、
も
し
く
は
画
中
に
描
か
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
西

洋
の
図
像
伝
統
で
は
、
十
五
玄
義
図
の
み
で
表
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、
「
ロ

ザ
リ
オ
の
聖
母
」
と
と
も
に
表
さ
れ
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
。
「
ロ
ザ
リ
オ

の
聖
舟
」
の
イ
コ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
は
、
聖
母
子
が
聖
ド
ミ
ニ
ク
ス
や
諸
聖
人
も

あ
る
。

し
く
は
信
心
会
の
メ
ン
バ
ー
に
、
ロ
ザ
リ
オ
の
数
珠
な
い
し
薔
薇
の
花
冠
を
授

け
る
と
い
う
も
の
な
の
で
（
図

5
、
6
)
、
マ
リ
ア
十
五
玄
義
図
は
西
洋
の
図

像
伝
統
か
ら
逸
し
て
い
る
と
言
え
る
。
《
マ
リ
ア
十
五
玄
義
図
》
の
聖
母
子
に

関
し
て
は
、
源
泉
と
な
っ
た
版
画
が
判
明
し
て
い
る
。
福
井
の
旧
家
か
ら
発
見

さ
れ
た
ト
マ
・
ド
・
ル
ー
版
刻
の
《
薔
薇
の
聖
母
子
》
（
東
京
国
立
博
物
館
）

で
あ
る
。
こ
の
版
画
で
は
聖
母
は
薔
薇
、
幼
児
キ
リ
ス
ト
は
ロ
ザ
リ
オ
の
数
珠

を
手
に
し
て
お
り
、
西
洋
の
一
般
的
な
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
栂
子
像
の
イ
コ
ノ
グ
ラ

(8) 

フ
ィ
ー
の
範
疇
で
あ
る
が
、
一
方
《
マ
リ
ア
十
五
玄
義
図
》
の
聖
母
が
持
つ
の

は
日
本
の
伝
統
的
な
花
で
あ
る
白
い
椿
で
あ
り
、
幼
児
キ
リ
ス
ト
が
持
つ
の
は

数
珠
で
は
な
く
十
字
架
の
立
っ
た
球
体
で
あ
る
。
こ
の
球
体
は
「
救
世
主
と
し

て
の
キ
リ
ス
ト
」
の
持
物
で
あ
る
が
、
日
本
に
現
存
す
る
作
例
に
は
「
救
世
主

(
9
)
 

と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
」
像
が
比
較
的
多
い
。
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
の
一
五
八
四

年
十
二
月
十
三
日
付
の
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
あ
て
の
書
簡
で
は
、
具
体
的
に
「
手

に
地
球
を
持
っ
た
救
世
主
の
姿
、
御
変
容
、
群
衆
に
説
教
す
る
キ
リ
ス
ト
、
聖

母
、
三
王
の
礼
拝
、
聖
人
像
」
の
版
画
を
大
小
二
種
類
送
っ
て
ほ
し
い
と
頼
ん

で
い
る
の
で
、
特
に
日
本
人
に
好
ま
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
、

中
央
上
層
の
聖
母
子
像
は
日
本
人
好
み
に
作
り
か
え
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

ま
た
、
上
下
層
に
渡
っ
て
い
る
が
、
聖
母
子
と
聖
母
子
を
礼
拝
す
る
ロ
ヨ
ラ
と

ザ
ビ
エ
ル
の
配
置
は
、
ピ
エ
ー
ル
・
ミ
オ
ッ
ト
版
刻
の
《
路
傍
の
聖
母
と
聖
イ

(10) 

グ
ナ
テ
ィ
ウ
ス
と
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
》
（
図
3
)
の
版
画
の
配
置

と
同
様
で
あ
る
。
こ
の
版
画
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
た
ち
が
崇
拝
す
る
《
路
傍
の

聖
母
》
と
呼
ば
れ
る
イ
コ
ン
が
イ
ル
・
ジ
ェ
ズ
聖
堂
に
安
置
さ
れ
た
一
六
三
八

年
以
降
の
作
品
で
あ
る
が
、
特
に
二
聖
人
は
容
貌
、
顔
の
向
き
、
所
作
ま
で
非

常
に
よ
く
似
て
い
る
。
同
様
の
聖
母
子
と
諸
聖
人
の
配
置
は
一
六
一
九
年
以
前

-56-

の
ヴ
ィ
ー
リ
ク
ス
の
版
画
（
図
4
)
に
も
見
ら
れ
、
イ
エ
ズ
ス
会
で
は
流
通
し

た
類
型
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

こ
の
よ
う
に
《
マ
リ
ア
十
五
玄
義
図
》
は
、
西
洋
の
伝
統
的
な
《
ロ
ザ
リ
オ

の
聖
母
と
十
五
玄
義
》
の
イ
コ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
は
異
な
り
、
イ
エ
ズ
ス
会
士

の
モ
チ
ー
フ
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
制
作

に
あ
た
っ
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
粉
本
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
。
こ

の
論
考
で
は
、
原
田
家
本
の
「
神
殿
奉
献
」
に
焦
点
を
当
て
、
異
な
る
主
題
の

要
素
を
も
組
み
込
ん
だ
可
能
性
を
指
摘
し
た
い
。
ま
ず
、
十
五
玄
義
を
瞑
想
す

る
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
の
西
洋
に
お
け
る
普
及
と
そ
の
歴
史
、
及
び
そ
の
イ
メ
ー



ジ
に
つ
い
て
簡
単
に
言
及
し
、
次
に
日
本
に
お
け
る
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
の
浸
透

を
イ
エ
ズ
ス
会
学
林
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
書
籍
を
中
心
に
視
て
い
く
。
ロ
ザ

リ
オ
椙
仰
は
日
本
に
お
い
て
も
聖
母
と
キ
リ
ス
ト
を
称
え
る
敬
虔
な

H
々
の
祈

り
と
し
て
推
奨
さ
れ
て
い
た
。
最
後
に
原
田
家
本
の
「
神
殿
奉
献
」
場
面
に
つ

い
て
考
察
す
る
。
図
像
モ
チ
ー
フ
と
し
て
組
み
込
ま
れ
た
で
あ
ろ
う
別
の
主
題

に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
の
制
作
の
背
景
を
推
察
す
る
過
程
で
制
作
年
代
に
つ
い

て
も
言
及
し
た
い
。

二
、
西
洋
に
お
け
る
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
と
十
五
玄
義
図

ー

口
ザ
リ
オ
の
祈
り

ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
は
実
践
の
方
法
が
簡
単
で
あ
り
な
が
ら
、
キ
リ
ス
ト
と
マ

リ
ア
の
生
涯
の
諸
場
面
（
玄
義
）
を
瞑
想
す
る
こ
と
で
、
救
い
の
秘
儀
を
思
い

め
ぐ
ら
し
、
父
な
る
神
に
賛
美
と
感
謝
を
捧
げ
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
そ
の(11) 

端
緒
か
ら
聖
職
者
か
ら
も
民
衆
か
ら
も
非
常
に
支
持
さ
れ
た
信
仰
で
あ
っ
た
。

そ
の
初
期
の
普
及
の
担
い
手
は
ド
ミ
ニ
コ
会
で
あ
り
、
一
四
七
五
年
ケ
ル
ン
で

口
ザ
リ
オ
信
心
会
が
創
設
さ
れ
た
の
を
皮
切
り
に
各
地
で
次
々
と
信
心
会
が
設

立
さ
れ
、
そ
の
信
仰
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
に
広
が
っ
た
。
教
会
側
は
、
キ
リ
ス
ト

と
マ
リ
ア
の
生
涯
の
玄
義
を
瞑
想
す
る
こ
の
祈
り
を
、
徳
を
実
践
し
罪
を
犯
さ

な
い
よ
う
に
導
く
も
の
と
し
て
熱
心
に
推
奨
し
、
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
は
カ
ト

リ
ッ
ク
改
革
や
レ
パ
ン
ト
の
海
戦
な
ど
何
度
も
典
隆
の
推
進
力
を
得
て
、
ま
た

世
界
布
教
の
波
に
乗
っ
て
南
米
や
ア
ジ
ア
に
ま
で
伝
え
ら
れ
て
現
在
に
至
る
。

口
ザ
リ
オ
の
祈
り
は
信
心
会
を
通
し
て
大
き
く
普
及
し
た
が
、
そ
の
信
心
会

は
ド
ゥ
エ
ー
の
ド
ミ
ニ
コ
会
士
ア
ラ
ヌ
ス
・
デ
・
ル
ペ
(
-
四
二
八
頃
I

(12) 

七
五
）
に
よ
っ
て
構
想
さ
れ
た
。
ア
ラ
ヌ
ス
の
意
志
を
継
ぎ
―
四
七
五
年
に
ケ

ル
ン
の
ド
ミ
ニ
コ
会
修
道
院
の
修
道
院
長
ヤ
ー
コ
プ
・
シ
ュ
プ
レ
ン
ガ
ー
に

よ
っ
て
ロ
ザ
リ
オ
侶
心
会
が
設
立
さ
れ
、
そ
の
規
則
は
教
皇
シ
ク
ス
ト
ゥ
ス
四

世
か
ら
承
認
を
受
け
た
。
そ
の
際
、
祈
り
を
唱
え
る
こ
と
に
対
す
る
贖
宥
が
発

(13) 

布
さ
れ
た
。
そ
の
初
期
の
伝
道
に
携
わ
っ
た
人
々
は
す
べ
て
改
革
派
の
教
会
に

属
し
て
い
た
が
、
改
革
派
運
動
は
厳
し
い
戒
律
へ
の
回
帰
と
と
も
に
世
俗
の

人
々
を
敬
虔
な
生
活
へ
と
導
く
務
め
も
再
認
識
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
キ
リ

ス
ト
の
模
倣
と
い
う
徳
の
実
践
で
あ
る
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
は
改
革
派
運
動
の
精

神
と
合
致
し
て
強
く
推
奨
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
イ
エ
ズ
ス
会
の
創
始
者
イ
グ
ナ

テ
ィ
ウ
ス
・
デ
・
ロ
ヨ
ラ
も
ま
た
改
革
派
運
動
の
一
っ
、
「
新
し
い
信
仰
（
デ
ヴ
ォ

テ
ィ
オ
・
モ
デ
ル
ナ
）
」
に
携
わ
っ
た
人
々
の
著
作
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て

お
り
、
そ
の
目
的
が
同
じ
で
あ
る
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
海
外
布

-57-

教
に
お
い
て
も
宜
教
に
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

ロ
ザ
リ
オ
信
心
会
の
普
及
と
発
展
に
お
い
て
は
カ
ト
リ
ッ
ク
改
革
が
大
き
な

推
進
力
と
な
る
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
聖
栂
侶
仰
や
聖
画
像
崇
拝
を
否
定
し
た

が
、
特
に
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
に
関
し
て
、
外
的
道
具
を
用
い
て
機
械
的
・
習
慣

的
に
定
型
化
し
た
祈
り
を
繰
り
返
す
こ
と
は
真
の
祈
り
で
は
な
い
と
ル
タ
ー
自

(14) 

身
に
よ
っ
て
直
接
批
判
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
ロ
ザ
リ
オ
を
唱
え
る
こ
と
自

体
が
カ
ト
リ
ッ
ク
の
主
張
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
改
革
運
動
の
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
対
す
る
反
発
は
十
五
世
紀
後
半
に
ト
レ
ン
ト
公
会
議
を
通
し

て
整
え
ら
れ
た
が
、
そ
こ
で
は
ま
た
、
聖
職
者
に
お
い
て
は
秩
序
と
厳
格
さ
を

回
復
す
る
も
の
で
あ
り
、
民
衆
に
向
け
て
は
禁
欲
的
な
規
律
を
伴
う
信
心
会
が

(15) 

推
奨
さ
れ
た
。
ロ
ザ
リ
オ
侶
心
会
も
ま
た
あ
ら
ゆ
る
都
市
に
設
立
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
。

一
五
六
九
年
九
月
十
七
日
ド
ミ
ニ
コ
会
出
身
の
ピ
ウ
ス
五
世
が
発
布



し
た
勅
書
『
C
o
n
s
u
e
v
e
r
u
n
t
R
o
m
a
n
i
 Pontifices
』
は
ロ
ザ
リ
オ
の
マ
グ

ナ
カ
ル
タ
と
目
さ
れ
、
ロ
ザ
リ
オ
の
起
源
、
名
前
、
本
質
的
要
素
、
効
用
、
目

(16) 

的
、
伝
道
の
方
法
が
書
か
れ
て
い
る
。
次
な
る
推
進
力
は
一
五
七
二
年
の
ト
ル

コ
軍
に
対
す
る
レ
パ
ン
ト
の
海
戦
の
神
聖
同
盟
の
勝
利
で
あ
っ
た
。
教
皇
ピ
ウ

ス
五
世
は
再
び
『
Salvatoris
D
o
m
i
n
i』
を
発
布
し
、
異
教
徒
へ
の
勝
利
は

ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
の
恩
恵
で
あ
る
と
し
、
こ
れ
を
記
念
す
る
典
礼
を
創
始
し
た
。

翌
一
五
七
三
年
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
十
三
世
は
『
M
o
n
e
t
A
p
o
s
t
o
l
u
s
』
で
、
ロ

ザ
リ
オ
の
祝
祭
を
創
始
し
、
そ
れ
を
十
月
の
最
初
の
日
曜
と
定
め
教
会
暦
に
組

み
入
れ
た
。
こ
こ
に
は
信
心
会
の
設
置
や
そ
の
特
権
、
規
則
に
つ
い
て
の
お
び

た
だ
し
い
記
録
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
の
手
引
書
が

多
く
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、

リ
オ
の
玄
義
に
つ
い
て
瞑
想
す
る
た
め
の
教
え
と
心
得
』
と
一
五
七
七
年
の
『
比

類
な
き
神
の
母
マ
リ
ア
』
の
著
者
で
あ
る
ガ
ス
パ
ル
・
ロ
ア
ル
テ
と
ペ
ト
ル
ス
・

(17) 

カ
ニ
シ
ウ
ス
は
と
も
に
イ
エ
ズ
ス
会
士
で
あ
っ
た
。

一
五
七
三
年
の
『
至
聖
な
る
聖
母
の
ロ
ザ

十
五
玄
義
図

十
五
玄
義
は
、
円
形
も
し
く
は
四
角
い
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
画
中
に
描
か
れ
る

と
き
も
あ
れ
ば
、
別
々
に
制
作
さ
れ
て
祭
壇
で
組
み
合
わ
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

2
 

そ
の
構
成
は
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
と
組
み
合
わ
さ
れ
る
と
き
、

を
か
た
め
て
中
心
場
面
で
あ
る
聖
栂
子
の
イ
メ
ー
ジ
と
上
下
の
関
係
で
配
さ
れ

る
も
の
も
あ
る
が
、
聖
母
子
を
取
り
囲
む
よ
う
に
描
か
れ
る
も
の
が
多
い
。
後

者
の
場
合
、
数
珠
も
し
く
は
薔
薇
の
花
冠
の
一
部
と
し
て
表
現
さ
れ
る
も
の
も

多
く
、
こ
れ
は
伝
統
的
な
聖
母
の
マ
ン
ド
ル
ラ
（
舟
形
光
背
）
を
踏
襲
し
た
も

一
連
の
イ
メ
ー
ジ

の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
四
角
い
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
十
五
玄
義
の
諸
場
面
が

中
心
場
面
を
囲
む
も
の
は
イ
タ
リ
ア
の
祭
壇
画
に
多
く
み
ら
れ
（
図
5
)
、
ア

ン
ト
ニ
オ
・
テ
ン
ペ
ス
タ

（図
6
)
の
も
の
の
よ
う
に
版
画
で
も
普
及
し
た
。

イ
メ
ー
ジ
は
文
盲
を
教
育
す
る
手
段
、
つ
ま
り
信
仰
の
秘
蹟
を
図
解
し
、
信
者

の
信
仰
を
手
助
け
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
っ
た
。
ロ
ザ
リ
オ
は
「
民
衆
の
聖
書
」

と
も
呼
ば
れ
た
が
、
そ
れ
は
十
五
玄
義
の
瞑
想
を
助
け
る
イ
メ
ー
ジ
を
介
し
て
、

信
仰
の
秘
蹟
を
説
明
し
提
示
さ
れ
る
の
に
適
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
た
め
で

あ
る
。三

、
日
本
の
ロ
ザ
リ
オ
信
仰

日
本
で
は
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
は
イ
エ
ズ
ス
会
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
、
公
教
要

理
（
カ
テ
キ
ス
ム
）
の
日
々
の
復
唱
と
し
て
広
く
浸
透
し
て
い
た
。
河
内
・
飯

盛
城
主
三
好
氏
の
家
臣
で
小
領
主
の
三
箇
頼
照
サ
ン
チ
ョ
は
十
三
歳
の
息
子
に

信
仰
生
活
に
関
す
る
規
則
を
与
え
、
聖
母
マ
リ
ア
の
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
を
三
つ

に
分
け
て
た
母

H
、
朝
・
昼
・
夜
に
祭
壇
の
前
に
脆
い
て
祈
る
よ
う
指
導
し
て
お

(18) 
り
、
ま
た
、
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
は
こ
ぞ
っ
て
コ
ン
タ
ツ
（
ロ
ザ
リ
オ
の
数
珠
）
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を
欲
し
た
と
い
う
。

一
五
九
二
（
元
禄
元
）
年
に
天
草
の
イ
エ
ズ
ス
会
学
林
か
ら
出
版
さ
れ
、
公

教
要
理
の
教
本
と
し
て
広
く
普
及
し
た
『
ド
チ
リ
ナ
・
キ
リ
シ
タ
ン
』
（
文
語
ロ
ー

マ
字
綴
、
東
洋
文
庫
所
蔵
）
の
中
の
一
文
に
は
、
「
五
十
遍
の
オ
ラ
シ
ョ
は

十
五
の
ミ
ス
テ
リ
ヨ
と
て
五
カ
条
は
御
悦
、
五
カ
条
は
御
悲
、
今
五
カ
条
は
ゲ

ロ
ウ
リ
ヤ
の
御
理
に
対
し
て
申
し
上
げ
奉
る
な
り
、
こ
の
十
五
カ
条
の
題
目
は

板
木
に
開
き
た
る
一
紙
に
在
り
」
と
あ
り
、
十
五
玄
義
の
イ
メ
ー
ジ
が
付
録
さ

(19) 

れ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
こ
の
書
は
、

一
六

0
0
(慶
長
五
）
年



ロ
ー
マ
字
本
と
も
に
再
版
さ
れ
、
そ
の
中
で
は
よ
り
詳
し
く
「
ロ

ザ
リ
オ
の
十
五
の
観
念
」
が
説
か
れ
、
「
第
四

に
国
字
本
、

ア
ベ
マ
リ
ヤ
の
事
」
に
は
、
「
た

つ
と
き
ビ
ル
ゼ
ン
（
童
貞
）
マ
リ
ヤ
の
ロ
ザ
イ
ロ
と
て
百
五
十
ぺ
ん
の
オ
ラ
シ
ョ

の
事
」
、
「
御
よ
ろ
こ
び
の
く
は
ん
ね
ん

（
観
念
）

五
か
で
う
の
事
」
「
か
な
し

み
の
く
は
ん
ね
ん
五
か
で
う
の
事
」
「
ゴ
ラ
ウ
リ
ャ

（
栄
光
）

の
く
は
ん
ね
ん

(20) 

五
か
で
う
の
事
」
、
「
コ
ロ
ハ
の
オ
ラ
シ
ョ
の
事
」
が
書
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

一
六

0
七
（
慶
長
十
二
）
年
に
は
『
ス
ピ
リ
ツ
ア
ル
修
行
の
た
め
に
撰
び
集
む

る
珠
冠
の
マ
ヌ
ア
ル
』
（
文
語
ロ
ー
マ
字
綴
、
長
崎
、
大
浦
天
主
堂
所
蔵
）
が

長
崎
で
出
版
さ
れ
た
が
、
こ
の
書
の
第
一
部
は
イ
エ
ズ
ス
会
士
ガ
ス
パ
ル
・
ロ

ア
ル
テ
の
著
作
か
ら
「
ロ
ザ
リ
ヨ
十
五
の
ミ
ス
テ
リ
ヨ
の
メ
ヂ
タ
サ
ン
（
瞑
想
）
」

及
び
「
御
パ
シ
ョ
ン
を
観
ず
る
道
を
教
ゆ
る
事
、
並
に
御
パ
シ
ョ
ン
の
メ
ヂ
タ(21) 

サ
ン
」
に
宛
て
ら
れ
、
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
る
際
の
心
得
を
詳
細
に
説
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
出
版
に
よ
っ
て
も
強
く
推
進

(22) 

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
同
じ
く
イ
エ
ズ
ス
会
学
林
か
ら
京
都

で
出
版
さ
れ
た
『
こ
ん
て
む
つ
す
む
ん
ぢ
』
（
文
語
国
語
、
天
理
図
書
館
所
蔵
）

は

『
イ
ミ
タ
テ
ィ
オ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
』

の
訳
本
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
デ
イ
ヴ
ォ

テ
ィ
オ
・
モ
デ
ル
ナ
運
動
か
ら
生
じ
た
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
も
広
く
普
及

し
た
著
作
で
あ
り
、
宣
教
師
た
ち
は
祖
国
と
変
わ
ら
な
い
水
準
の
宗
教
教
育
を

日
本
人
に
も
施
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、

口
ザ
リ
オ
の
祈
り
は
信
心
会
を
通
し
て
広
く
普
及

し
た
も
の
だ
っ
た
が
、
日
本
で
も
こ
ん
ふ
ら
り
あ
、
も
し
く
は
組
・
講
は
隣
人

愛
の
実
践
と
し
て
組
織
さ
れ
、
イ
エ
ズ
ス
会
が
指
導
し
た
コ
ン
フ
ラ
リ
ア
で
も

(23) 

ロ
ザ
リ
オ
の
毎
日
の
朗
唱
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
。
最
初
の
ロ
ザ
リ
オ
侶
心

会
は
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
士
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。

一
五
九
八
年
七
月
に
ひ
そ

か
に
再
来
日
し
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
士
ヘ
ロ
ニ
モ
・
デ
・
ヘ
ス
ー
ス
神
父
は
、

ス
ペ
イ
ン
船
の
関
東
来
航
に
強
い
意
欲
を
持
っ
て
い
た
徳
川
家
康
か
ら
江
戸
に

教
会
建
設
用
地
を
与
え
ら
れ
、
翌
年
、
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
に
捧
げ
た
小
教
会
を

献
堂
し
た
。
ま
た
同
神
父
は
、
マ
ニ
ラ
の
ド
ミ
ニ
コ
会
か
ら
同
教
会
に
「
ロ
ザ

リ
オ
の
組
」
を
設
立
す
る
許
可
を
得
て
お
り
、
日
本
で
最
初
の
ロ
ザ
リ
オ
の
組

(24) 

が
江
戸
の
教
会
に
設
立
さ
れ
た
。
イ
エ
ズ
ス
会
以
外
の
修
道
会
で
あ
る
、
フ
ラ

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ノ
会
は
一
六
―
一
年
頃
ま
で
に

ン
シ
ス
コ
会
、
ド
ミ
ニ
コ
会
、

は
各
地
に
コ
ン
フ
ラ
リ
ア
を
設
立
し
て
い
た
。
ド
ミ
ニ
コ
会
の
管
区
長
代
理
フ

一
六
0
四
年
初
め
に
眼
病
治
療
の
た
め
下
甑
島

ラ
ン
シ
ス
コ
・
モ
ラ
レ
ス
は
、

か
ら
長
崎
に
赴
い
た
折
、
乏
し
い
日
本
語
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
ロ
ザ
リ
オ
の
組
」

(25) 

を
設
立
し
、
滞
在
一
週
間
で
二
万
人
以
上
を
会
員
に
し
た
と
さ
れ
る
。

四
、
《
マ
リ
ア
十
五
玄
義
図
》
の
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「
神
殿
奉
献
」
場
面

こ
こ
で
《
マ
リ
ア
十
五
玄
義
図
》
に
戻
っ
て
、
喜
び
の
玄
義
の
四
番

H
、
神

キ
リ
ス
ト
の
神
殿
奉
献
と
は
四
十

モ
ー
セ
の
律
法
に
し
た
が
っ
て
幼

殿
奉
献
の
場
面
に
注
目
し
た
い
（
図
7
)
。

H
間
の
産
後
の
清
め
の
期
間
が
過
ぎ
た
後
、

子
を
主
に
捧
げ
た
こ
と
で
あ
る

（
ル
カ
ニ
ニ
―
ニ
ー
三
四
）
。
イ
エ
ス
を
連
れ

た
ヨ
セ
フ
と
マ
リ
ア
が
神
殿
に
入
る
と
、
主
の
つ
か
わ
す
救
い
主
を
見
る
ま
で

死
ぬ
こ
と
は
な
い
と
聖
霊
の
し
る
し
を
受
け
て
い
た
シ
メ
オ
ン
は
、
幼
子
イ
エ

ス
が
「
異
邦
人
を
照
ら
す
啓
示
の
光
、
み
民
イ
ス
ラ
エ
ル
の
栄
光
」
で
あ
る
と

感
得
し
、
祝
福
を
授
け
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
喜
び
の
玄
義
に
含
ま
れ
て

(26) 

い
る
。神
殿
奉
献
の
図
像
は
、
通
常
、
神
殿
内
で
マ
リ
ア
が
キ
リ
ス
ト
を
シ
メ
オ
ン



に
差
し
出
す
、
も
し
く
は
シ
メ
オ
ン
が
キ
リ
ス
ト
を
抱
く
場
面
が
描
か
れ
、
ヨ

セ
フ
は
律
法
に
あ
る
通
り
の
「
山
鳩
―
つ
が
い
」
の
犠
牲
の
捧
げ
も
の
を
持
っ

て
い
る
場
合
が
多
い
。
そ
し
て
、
神
殿
奉
献
の
祭
壇
は
ほ
ぽ
必
ず
と
言
っ
て
い

い
ほ
ど
四
角
の
も
の
が
描
か
れ
る
。
し
か
し
、
原
田
家
本
で
は
マ
リ
ア
が
イ
エ

ク
ロ
ス
を
張
っ
た
祭
壇
は
円
形
で
あ
る
。
先
行
し

ス
を
差
し
出
し
て
い
る
が
、

て
描
か
れ
た
東
家
本
で
は
、

カ
ー
テ
ン
が
か
か
る
室
内
で
ヨ
セ
フ
が
キ
リ
ス
ト

を
差
し
出
し
て
い
る
が
、
置
か
れ
た
祭
壇
は
四
角
い

学
林
の
画
学
舎
で
学
び
、
キ
リ
シ
タ
ン
美
術
の
制
作
に
携
わ
っ
た
日
本
人
画
家

は
粉
本
を
用
い
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
変
化
は
創
意
工
夫
と
は
考
え
に
く

（図
8
)
。
イ
エ
ズ
ス
会

vヽ

゜一
方
、
西
洋
の
イ
コ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
お
い
て
、
聖
堂
内
の
場
面
で
円
形
の

(27) 

台
が
登
場
す
る
例
が
比
較
的
多
い
の
は
「
割
礼
」
の
場
面
で
あ
る
。
割
礼
は
幼

子
の
生
後
八
日
目
に
施
さ
れ
、
そ
の
と
き
イ
エ
ス
と
名
付
け
ら
れ
た
（
ル
カ
二
~

二
―
)
。
割
礼
は
、
ユ
ダ
ヤ
の
伝
統
で
は
父
親
の
家
で
行
わ
れ
、
モ
ー
ヘ
ー
ル

と
呼
ば
れ
る
専
門
家
が
施
術
を
行
う
が
、
絵
画
で
は
神
殿
に
場
面
設
定
さ
れ
、

祭
司
の
被
り
物
を
か
ぶ
る
人
物
が
描
か
れ
る
こ
と
も
多
い
。
こ
の
主
題
で
も
四

角
い
施
術
台
が
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
円
卓
も
登
場
す
る
。
た
と
え
ば
、

ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ベ
ッ
リ
ー

（図
9
、
一
四
八

0

|
―五一―

1
0
年
、
ヴ
ェ
ロ
ー

ナ
、
カ
ス
テ
ル
・
ヴ
ェ
ッ
キ
オ
）
、
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ブ
ー
ジ
（
図
10
、

一
六

世
紀
前
半
、

パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
デ
ィ
・
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
）

の
作
品
に
見

ロ
ー
マ
、

ら
れ
る
し
、
ト
ン
マ
ー
ゾ
・
デ
ィ
・
ア
ン
ド
レ
ア
・
ヴ
ィ
ン
チ
ド
ー
ル
は
小
ぶ

り
の
サ
イ
ド
テ
ー
ブ
ル
の
よ
う
な
台
に
イ
エ
ス
を
立
た
せ
て
い
る

（図
11
、

パ
リ
・
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
）
。
こ
の
よ
う
に
イ
タ
リ
ア

で
も
作
例
が
あ
る
が
、
圧
倒
的
に
多
い
の
は
北
方
で
あ
る
。
ベ
ル
ト
ラ
ム
の
画

一
五
一

0
ー
ニ
五
年
、

家
（
図
12
、

館
）
、
ジ
ョ
ス
・
リ
ー
フ
ェ
リ
ン
ク
ス

ハ
ン
ブ
ル
グ
美
術

―
四
0
0
|
 1
0
年
、
多
翼
祭
壇
画
の
一
部
、

（図
13
、
一
五
世
紀
末
、

ア
ビ
ニ
ョ
ン
、

プ
テ
ィ
・
パ
レ
美
術
館
）
、

（図

14
、

ヤ
ン
・
フ
ァ
ン
・
コ
ニ
ン
ク
ス
ロ
ー

ル
ー
ア
ン
美
術
館
）
、
ア
ド
リ
ア
ー
ン
・
イ
ゼ
ゥ
ブ
ラ
ン
ト

の
《
七
つ
の
悲
し
み
》
の
一
部
（
図
15
、

一
六
世
紀
前
半
、

一
六
世
紀
前
半
、
ベ
ル
ギ
ー
王
立
美

術
館
）
、
聖
ゼ
ヴ
ェ
リ
ン
の
画
家
（
図
16
、
一
六
世
紀
前
半
、
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
）
、

ロ
ー
マ
、
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
バ
ル
ベ
リ
ー
ニ
所
蔵
の
一
六
世
紀
ド
イ
ツ
の
作
品
な

ど
が
あ
る
。
画
家
た
ち
が
円
形
の
台
を
選
択
し
た
の
は
、
お
そ
ら
く
は
流
れ
る

血
を
受
け
た
水
盤
、
も
し
く
は
割
礼
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ

う
（
図
17
、
18)
。
こ
れ
ら
は
十
六
世
紀
前
半
ま
で
の
作
品
で
あ
る
が
、
《
マ
リ

ア
十
五
玄
義
図
》
と
同
時
代
に
も
丸
い
施
術
台
が
描
か
れ
て
い
る
。
イ
エ
ズ
ス

会
の
た
め
に
多
く
の
仕
事
を
し
、
輸
出
を
通
し
て
十
六
世
紀
後
半
か
ら
十
七
世

紀
に
か
け
て
世
界
中
の
宗
教
美
術
に
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
版
画
家
、
ヒ
ロ

(28) 

ニ
ム
ス
・
ヴ
ィ
ー
リ
ク
ス
が
円
形
の
台
を
選
択
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
割
礼
の

お
よ
び
「
聖
母
伝
」
中
の
割
礼
の
版
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祈
り
の
一
葉
（
図
19
、

一
五
九
五
年
）
、

画
（
図
20
、

一
六
一
九
年
以
前
）
、
「
サ
ル
ヴ
ェ
・
レ
ジ
ー
ナ
」
中
の
ロ
ザ
リ
オ

の
円
形
の
中
に
も
描
か
れ
て
い
る
同
主
題
、
さ
ら
に
は
イ
グ
ナ
テ
ィ
ウ
ス
・
ロ(29) 

ヨ
ラ
自
身
が
指
示
し
、
ヘ
ロ
ニ
モ
・
ナ
ダ
ル
に
監
修
さ
せ
た
『
福
音
書
画
伝
』

(30) 

の
挿
図
（
図
21)
中
で
も
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
が
寝
か
せ
ら
れ
る
台
は
丸
い
。

現
存
す
る
マ
リ
ア
十
五
玄
義
図
二
点
は
、
ロ
ヨ
ラ
と
ザ
ビ
エ
ル
の
存
在
か
ら

(31) 

わ
か
る
通
り
イ
エ
ズ
ス
会
士
た
ち
が
作
ら
せ
た
も
の
で
あ
る
が
、
割
礼
は
イ
エ

ズ
ス
会
に
と
っ
て
特
別
な
意
味
が
あ
っ
た
。
修
道
会
の
名
前
は
イ
エ
ス
の
名
か

ら
そ
の
ま
ま
採
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
イ
エ
ス
と
命
名
さ
れ
た
の
が
割
礼
の
当

H

な
の
で
あ
る
（
「
八
日
が
過
ぎ
、
割
礼
を
ほ
ど
こ
す
時
と
な
っ
た
の
で
、
受
胎



の
ま
え
に
御
使
が
告
げ
た
と
お
り
、
幼
な
子
を
イ
エ
ス
と
名
づ
け
た
」
）
。
イ
エ

ズ
ス
会
の
本
部
で
あ
る
ロ
ー
マ
の
イ
ル
・
ジ
ェ
ズ
聖
堂
の
主
祭
壇
画
は
、

一
五
八
七
年
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
枢
機
卿
に
よ
っ
て
ジ
ロ
ー
ラ
モ
・
ム
ツ
ィ
ア
ー
ノ

に
注
文
さ
れ
た
が
、
こ
の
主
題
に
捧
げ
ら
れ
て
お
り
、
幼
児
キ
リ
ス
ト
が
実
際

に
「
イ
エ
ス
」
と
名
付
け
ら
れ
た
と
き
を
記
録
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

イ
エ
ス
の
名
前
は
割
礼
の
手
術
を
通
し
て
流
さ
れ
た
最
初
の
血
と
結
び
付
け
ら

(32) 

れ
、
の
ち
の
受
難
の
血
と
も
関
連
付
け
ら
れ
た
。
イ
エ
ズ
ス
会
は
カ
ト
リ
ッ
ク

改
革
運
動
の
先
鋒
と
し
て
、
異
教
や
異
端
を
改
宗
さ
せ
る
た
め
決
死
の
覚
悟
で

伝
道
に
赴
く
べ
く
修
道
士
た
ち
を
育
成
し
て
い
た
の
で
、
傑
刑
で
流
れ
る
血
と

キ
リ
ス
ト
の
名
前
と
の
つ
な
が
り
は
イ
エ
ズ
ス
会
士
た
ち
の
現
実
だ
っ
た
の
で

(33) 

あ
る
。
イ
エ
ズ
ス
会
の
多
く
の
聖
堂
で
こ
の
主
題
に
祭
壇
が
捧
げ
ら
れ
、
ほ
ぽ

元
日
一
に
来
る
割
礼
の
祝
日
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
最
も
重
要
な
祝
賀
で
あ
る
。
伝
来

す
る
《
教
会
暦
祝
日
図
絵
》
（
図
22)
に
も
、
割
礼
は
一
月
の
祝
日
と
し
て
最

(34) 

も
目
立
つ
上
段
中
央
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
割
礼
の
イ
コ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
つ
い
て
詳
述
し
た
が
、
だ
か
ら
と

い
っ
て
マ
リ
ア
十
五
玄
義
図
の
喜
び
の
玄
義
、
第
四
場
面
が
割
礼
を
表
し
て
い

る
、
と
言
い
た
い
わ
け
で
は
な
い
。
割
礼
と
神
殿
奉
献
は
西
洋
の
図
像
伝
統
に

(35) 

お
い
て
も
日
付
が
近
い
た
め
し
ば
し
ば
混
同
さ
れ
た
。
ま
た
、
前
述
の
当
時
の

信
徒
の
必
読
の
書
『
ド
チ
リ
ナ
・
キ
リ
シ
タ
ン
』
に
も
、
「
御
よ
ろ
こ
び
の
く

は
ん
ね
ん
五
か
で
う
の
事
」
の
第
四
は
「
御
あ
る
じ
の
御
た
ん
じ
ゃ
う
よ
り

四
十
日
め
に
、
御
は
は
さ
ん
た
ま
り
や
御
は
つ
と
（
法
度
、
す
な
わ
ち
モ
ー
セ

の
律
法
）
に
ま
か
せ
、
御
子
J
x

を
み
だ
う
（
御
堂
）
に
さ
さ
げ
玉
ふ
事
」
と

し
て
、
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
の
喜
び
の
玄
義
で
は
神
殿
奉
献
を
瞑
想
す
る
こ
と
が

(36) 

明
記
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
原
田
家
本
マ
リ
ア
十
五
玄
義
図
の
神
殿
奉
献
場
面
は
通
常

の
イ
コ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
は
言
い
難
く
、
割
礼
場
面
を
表
し
た
よ
う
に
も
見
え

る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
主
題
の
意
味
ま
で
含
ん
で
い
る
か
ど
う
か

は
議
論
の
余
地
が
あ
る
と
は
い
え
、
世
界
中
に
頒
布
し
た
ヴ
ィ
ー
リ
ク
ス
の
版

画
な
ど
を
通
し
て
、
別
の
主
題
の
図
像
を
組
み
入
れ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
同
様
の
こ
と
は
原
田
家
本
の
栄
光
の
玄
義
の
第
四
場
面
「
聖

母
被
昇
天
」
に
も
当
て
は
ま
る
（
図

27)
。
画
面
下
方
に
空
の
墓
と
使
徒
が
い

る
こ
と
か
ら
、
被
昇
天
の
場
面
を
表
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
聖

栂
に
冠
が
被
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
東
家
本
に
は
見
ら
れ
な
い
（
図

28)
。

西
洋
の
聖
母
被
昇
天
の
イ
メ
ー
ジ
で
は
、
上
昇
し
て
い
く
聖
母
が
天
使
に
よ
っ

て
こ
れ
か
ら
戴
冠
さ
れ
よ
う
と
す
る
様
子
を
描
写
す
る
も
の
も
あ
る
。
し
か
し

す
で
に
戴
冠
さ
れ
た
聖
屈
を
表
す
も
の
は
な
く
、
こ
れ
は
聖
母
子
の
単
体
像
や

(37) 

無
原
罪
の
聖
母
か
ら
採
ら
れ
た
と
予
想
さ
れ
る
。
三
日
月
を
踏
ん
で
立
つ
聖
母

子
は
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
版
画
に
由
来
す
る
が
、
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
・
ヴ
ィ
ー
リ
ク
ス
は
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そ
れ
を
模
刻
し
、
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
は
ま
た
別
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
を
作
成
し
て
い

る
（
図
29)
。
聖
栂
単
体
と
し
て
表
さ
れ
る
無
原
罪
の
聖
母
は
十
二
の
星
が
環

状
に
な
っ
て
聖
栂
の
円
光
と
し
て
表
さ
れ
る
が
、
そ
れ
を
冠
に
見
立
て
る
と
、

ヴ
ィ
ー
リ
ク
ス
の
ま
た
別
の
版
画
（
図

30)
の
両
手
を
合
わ
せ
て
俯
く
同
主
題

と
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
。
そ
も
そ
も
マ
リ
ア
十
五
玄
義
図
は
、
聖
母
、
救
世

主
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
、
諸
聖
人
、
聖
餅
と
聖
杯
、
ロ
ザ
リ
オ
の
十
五
玄
義
と

多
く
の
要
素
が
組
み
合
わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
制
作
年
代
が
原
田
家
本
よ
り

早
い
と
さ
れ
て
い
る
東
家
本
と
比
較
す
る
と
、
聖
人
の
数
が
増
え
、
十
五
玄
義

の
諸
場
面
に
も
種
々
の
変
化
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
過
程
で
よ
り
多
く
の
聖
画

像
の
モ
チ
ー
フ
を
取
り
込
ん
だ
よ
う
に
思
え
る
。



制
作
年
代
に
つ
い
て
は
、
様
式
や
技
術
・
材
料
よ
り
も
、
日
本
で
キ
リ
シ
タ

ン
が
迫
害
さ
れ
、
宣
教
師
た
ち
が
追
放
さ
れ
て
い
た
状
況
と
ロ
ヨ
ラ
と
ザ
ビ
エ

ル
の
名
前
の
文
字
の
前
の

S.P.
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
か
に
よ
っ
て
諸
説

分
か
れ
る
。
西
村
氏
は
、

S.P.
は
聖
人
も
し
く
は
福
者
に
し
か
冠
せ
な
い
と
し

て
、
ザ
ビ
エ
ル
、
ロ
ヨ
ラ
と
も
に
列
福
し
て
い
た
「
慶
長
後
期
か
ら
元
和
初
年
」(38) 

（
一
六
一

0
年
代
）
と
し
た
が
、
ザ
ビ
エ
ル
の
列
福
の
年
代
を
間
違
え
て
い
る
。

坂
本
氏
は
、

S.P.
は
単
に
「
聖
な
る
神
父
」
で
あ
る
の
で
列
聖
前
で
も
付
与
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
例
証
し
、
大
追
放
以
後
か
ら
列
聖
が
日
本
に
知
ら
さ
れ
る

(39) 

前
の
一
六
―
四
ー
一
六
二
四
年
と
す
る
。
若
桑
氏
は
一
六
二
三
年
以
降
で
も
潜

伏
中
の
宣
教
師
や
信
者
ら
が
家
の
中
で
聖
画
像
を
拝
む
こ
と
が
で
き
た
と
文
献

(40) 

か
ら
明
ら
か
に
し
、
列
聖
後
の
制
作
と
考
え
た
。
制
作
年
代
が
二
聖
人
の
列
聖

の
前
で
あ
る
か
、
後
で
あ
る
か
は
、
南
米
や
ほ
か
の
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
イ

エ
ズ
ス
会
で
の
取
り
扱
い
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
日
本
に

お
け
る
イ
エ
ズ
ス
会
士
た
ち
も
二
人
の
列
聖
を
切
望
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で

あ
る
。
現
存
す
る
マ
リ
ア
十
五
玄
義
図
二
点
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教
師
及
び
信

者
た
ち
に
礼
拝
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
日
本
に
お
け

る
ロ
ザ
リ
オ
信
仰
に
関
し
て
言
え
ば
、

一
六
二

0
年
頃
か
ら
、
そ
れ
ま
で
普
及

に
貢
献
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
と
教
皇
か
ら
ロ
ザ
リ
オ
伝
道
の
認
可
を
受
け
た
ド
ミ

ニ
コ
会
と
の
対
立
が
熾
烈
化
し
て
い
た
。
一
六

0
九
年
か
ら
長
崎
で
本
格
的
に

宣
教
活
動
を
開
始
し
た
ド
ミ
ニ
コ
会
士
た
ち
は
自
分
た
ち
の
ロ
ザ
リ
オ
の
信
心

会
が
贖
宥
を
有
す
る
真
実
の
コ
ン
フ
ラ
リ
ア
で
あ
る
と
主
張
し
て
、
イ
エ
ズ
ス

会
の
設
立
し
た
信
心
会
を
偽
り
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、

一
六
二
三
年
一
丑
一
月
七
日
付
、
イ
エ
ズ
ス
会
管
区
長
コ
ロ
ウ
ス
以
下
十
二
名
の
連

署
に
な
る
文
書
に
は
、
「
ロ
ザ
リ
オ
の
玄
義
を
知
れ
渡
る
よ
う
に
し
、
そ
の
観

想
の
教
え
を
与
え
た
の
は
イ
エ
ズ
ス
会
で
あ
り
、
ド
ミ
ニ
コ
会
士
た
ち
が
日
本

に
渡
来
す
る
前
に
、
ロ
ザ
リ
オ
の
十
五
玄
義
に
関
す
る
一
書
を
日
本
文
字
で
印

刷
し
、
そ
の
観
念
の
方
法
、
ま
た
聖
母
の
祈
り
を
唱
え
る
方
法
に
つ
い
て
教
え

て
き
た
」
と
あ
り
、
ま
た
、
「
我
々
が
多
く
の
入
費
を
投
じ
て
日
本
文
字
で
印

副
し
た
十
五
玄
義
の
書
は
、
施
し
と
し
て
配
布
し
、
他
の
修
道
会
の
宣
教
師
た

ち
が
、
そ
の
信
者
た
ち
の
た
め
に
こ
れ
を
求
め
る
と
き
に
は
惜
し
ま
ず
与
え
て

(41) 

き
た
」
と
自
分
た
ち
の
功
績
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
修
道
会
間
の
不
和
は
旧

来
の
イ
エ
ズ
ス
会
の
信
心
会
に
入
っ
て
い
た
会
員
た
ち
の
熱
意
を
失
わ
せ
る
ほ

ど
の
混
乱
と
動
揺
を
引
き
起
こ
し
た
と
言
わ
れ
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
た
ち
は
ド
ミ

ニ
コ
会
士
た
ち
に
「
敵
意
の
ご
と
き
強
い
感
情
」
を
抱
き
、
そ
の
活
動
か
ら
信

(42) 

徒
た
ち
を
引
き
離
そ
う
と
躍
起
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
イ
エ
ズ
ス
会
側
に
は
、

実
際
の
列
聖
は
と
も
か
く
、
修
道
会
の
創
設
者
と
実
際
に
来

H
し
て
布
教
活
動

を
お
こ
な
っ
た
東
洋
の
使
徒
を
大
き
く
称
え
、
彼
ら
と
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
と
を

結
び
付
け
る
マ
リ
ア
十
五
玄
義
図
を
制
作
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
い
え
る
の
は
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一
六
二

0
年
頃
以
降
で
あ
る
。

五
、
結
論

日
本
に
は
多
く
の
版
画
や
宗
教
作
品
が
持
ち
こ
ま
れ
て
布
教
が
な
さ
れ
て
お

り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
改
革
の
動
向
に
従
っ
た
き
ち
ん
と
し
た
宗
教
的
教
育
も
な
さ

れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
禁
制
迫
害
や
修
道
会
間
の
不
和

な
ど
の
背
景
、
さ
ら
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
功
徳
を
期
待
す
る
日
本
人
の
趣
向
も

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
正
統
な
「
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
と
十
五
玄
義
」
の
イ
コ

ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
伝
統
か
ら
外
れ
た
、
多
種
多
様
な
図
像
を
取
り
合
わ
せ
た
イ

あ
っ
て
、



メ
ー
ジ
が
制
作
さ
れ
た
と
推
論
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。

註(
l
)
西
村
貞
「
珊
利
亜
十
五
玄
義
図
の
研
究
」
『
初
期
洋
画
の
研
究
』
全
国
書
房
、

一
九
四
五

年
(
-
九
七
一
年
）
、

―
ニ
ニ
ー
一
七
三
頁
。
坂
本
満
、
「
南
蛮
美
術
と
洋
風
画
」
『
原
色

日
本
の
美
術
』
第
二

0
巻
、
小
学
館
、

一
九
八

0
年
、
七
三
頁
、
図
二
十
六
、
二
十
七
。

神
庭
信
幸
他
「
京
都
大
学
所
蔵
『
マ
リ
ア
十
五
玄
義
図
』

の
調
査
」
『
国
立
歴
史
民
俗
博

物
館
研
究
報
告
』
第
七
十
六
集
、

一
九
九
八
年
、

一
七
五
ー
一
九
六
頁
。
坂
本
満
「
マ
リ

ア
十
五
玄
義
図
の
図
像
に
つ
い
て
」
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
七
十
六
集
、

一
九
九
八
年
、

一
九
七
ー
ニ
―

0
頁
。
若
桑
み
ど
り
「
日
本
に
お
け
る
聖
母
の
タ
ベ
ル
ナ

ク
ル
ー
聖
母
十
五
玄
義
図
」
『
聖
母
像
の
到
来
』
青
土
社
、
二

0
0
八
年
、

一
七
七
ー

二
五
八
頁
。

(
2
)
新
村
出
「
掻
津
高
槻
在
東
氏
所
蔵
の
吉
利
支
丹
遺
物
」
『
吉
利
支
丹
遺
物
の
研
究
』
（
京
都

帝
国
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
報
告
第
七
冊
）
岩
波
書
店
、
一
九
二
三
年
、
九
—
―
四
頁
。

神
庭
信
幸
他
「
東
家
所
蔵
『
マ
リ
ア
十
五
玄
義
図
』

の
調
査
ー
付
、
京
都
大
学
所
蔵
『
マ

リ
ア
十
五
玄
義
図
』
旧
蔵
家
屋
の
調
査
」
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
」
第

九
十
三
集
、
二

0
0
二
年
、

1
0
三
ー
一
―
六
頁
。

(
3
)
鈴
木
利
章
「
東
西
文
明
の
一
接
点
（
上
）
旧
高
槻
音
羽
地
区
発
見
の
マ
リ
ア
十
五
玄
義
図

と
椿
」
『
文
化
学
年
報
』
九
号
、

一
九
九

0
年
、
ニ
―
九
ー
ニ
七
二
頁
。
鈴
木
利
章
「
東

西
文
明
の
一
接
点
（
下
）
旧
高
槻
音
羽
地
区
発
見
の
マ
リ
ア
十
五
玄
義
図
と
椿
」
『
文
化

学
年
報
』
＋
号
、

一
八
七
ー
ニ
六
0
頁。

一
九
九
一
年
、

(
4
)
 
ザ
ビ
エ
ル
の
図
像
に
関
し
て
は
、
木
村
三
郎
「
ニ
コ
ラ
・
プ
ッ
サ
ン
と
イ
エ
ズ
ス
会
図
像

の
研
究
』
中
央
公
論
社
、
二

0
0
七
年
、
三

0
六
ー
三
ニ
ニ
。

(
5
)
 
ユ
ダ
の
代
わ
り
に
十
二
使
徒
に
加
え
ら
れ
た
聖
人
。

(
6
)
 K• 

K
U
N
S
T
L
E
,
 I
k
o
n
o
g
r
a
p
h
i
e
 d
e
r
 c
h
r
i
s
t
l
i
c
h
e
n
 K
u
n
s
t
,
 l, 
F
r
e
i
b
u
r
g
,
 B
a
s
e
l
,
 

W
i
e
n
,
 1926, p
p
.
6
3
8
 ,
 
646; L. R
E
A
U
,
 I
c
o
n
o
g
r
a
p
h
i
e
 d
e
 l'art chretien, 2
 ,
 
2, 
Paris, 

1
9
5
5
,
 p
p
.
1
2
0
 ,
 12
2
;
 E• 

K
I
R
S
C
H
B
A
U
M
,
 L
e
x
i
k
o
n
 d
e
r
 c
h
r
i
s
t
l
i
c
h
e
n
 

I
k
o
n
o
g
r
a
p
h
i
e
,
 3, 
R
o
m
a
,
 F
r
e
i
b
u
r
g
,
 B
a
s
e
l
,
 W
i
e
n
,
 1
9
6
8
,
 p
p
.
5
6
3
 ,
 
5
7
2
;
 A
.
 

P
I
G
L
E
R
,
 B
a
r
o
c
k
t
h
e
m
e
n
:
 e
i
n
e
 A
u
s
w
a
h
l
 v
o
n
 V
e
r
z
e
i
c
h
n
i
s
s
e
n
 z
u
r
 

I
k
o
n
o
g
r
a
p
h
i
e
 d
e
s
 17. u
n
d
 18. J
a
h
r
h
u
n
d
e
r
t
s
,
 l, 
B
u
t
a
p
e
s
t
,
 1974, p
p
.
5
1
2
 ,
 
19; J
.
 

T
U
R
N
E
R
,
 ed. T
h
e
 D
i
c
t
i
o
n
a
r
y
 o
f
 Ar
t
,
 27, L
o
n
d
o
n
,
 1996, p
p
.
1
5
8
 ,
 
160. 

(
7
)
拙
論
、
「
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
研
究
」
博
士
論
文
、
神
戸
大
学
文
化
学
研
究
科
、
二

o
―
二
年
。

ヴ
ィ
ー
リ
ク
ス
の
同
じ
図
像
で
は
ロ
ザ
リ
オ
の
数
珠
が
取
り
囲
む
。

(
8
)
 

(
9
)
坂
本
、
前
掲
書
、
二

0
0
二
年
、
二

0
0
ー
ニ

0
四
頁
。
た
と
え
ば
、
《
救
世
主
と
し
て

の
キ
リ
ス
ト
》
東
京
大
学
総
合
図
書
館
、
銅
板
油
彩
、

一
五
九
七
年
（
図
4
、
原
図
は
ヒ

エ
ロ
ニ
ム
ス
・
ヴ
ィ
ー
リ
ク
ス
版
刻
、
図
5
)
。
《
童
形
キ
リ
ス
ト
受
難
表
象
図
》
東
京
国

立
博
物
館
。
バ
レ
ト
写
本
の
挿
図
。
『
ド
チ
リ
ナ
・
キ
リ
シ
タ
ン
」
扉
絵
、
文
語
ロ
ー
マ

字
綴
、
東
洋
文
庫
所
蔵
、
天
草
、

一
五
九
二
年
刊
。
『
ど
ち
り
な
•
き
り
し
た
ん
』
扉
絵
、

文
語
国
語
、
天
草
刊
、
バ
ル
ベ
リ
ー
ニ
図
書
館
。
『
ス
ピ
リ
ツ
ア
ル
修
行
の
た
め
に
集
む

る
珠
冠
の
マ
ヌ
ア
ル
』
扉
絵
、
文
語
ロ
ー
マ
字
綴
、
長
崎
、
大
浦
天
主
堂
所
蔵
、
長
崎
、

一
六
0
七
年
刊
な
ど
。

(10) 
C
a
t
a
l
o
g
o
 m
o
s
t
r
a
,
 S
a
i
n
t
,
 site 
a
n
d
 s
a
c
r
e
d
 strategy: I
g
n
a
t
i
u
s
,
 R
o
m
e
 a
n
d
 

J
e
s
u
i
t
 u
r
b
a
n
i
s
m
,
 B
i
b
l
i
o
t
e
c
a
 a
p
o
s
t
o
l
i
c
a
 v
a
t
i
c
a
n
a
,
 a
 c
u
r
a
 di T. M• 

L
u
c
a
s
,
 

1990. 

(11) 
口
ザ
リ
オ
祈
り
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
「
カ
ト
リ
ッ
ク
大
辟
典
』
上
智
大
學
、
獨
逸
ヘ
ル
デ

ル
書
陣
共
編
、
冨
山
房
、

一
九
四
0
年
、
五
、
五
一
九
ー
五
ニ
―
頁
。
『
新
カ
ト
リ
ッ
ク
大

事
典
』
上
智
学
院
新
カ
ト
リ
ッ
ク
大
事
典
編
纂
委
員
会
編
、
研
究
社
、

一
九
九
六
年
、
四
、

―
四
四
八
ー
五
0
頁。

A
.
W
I
N
S
T
O
N
'
とし
L
E
N
,
Stories o
f
 the R
o
s
e
.
 T
h
e
 M
a
k
i
n
g
 

o
f
 the R
o
s
a
r
y
 in the M
i
d
d
l
e
 A
g
e
s
,
 U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 P
a
r
k
,
 1997. ~
 野
ひ
と
み
「
コ
ン

タ
ツ
論
」
『
純
心
人
文
研
究
』
十
四
、
二

0
0
八
年
、

―
―
五
ー
一
三
一
頁
。

(12) 

い
て
は

G
.
G
.
M
E
E
R
S
S
E
M
A
N
 O
r
d
o
 Fraternitatis. 

ア
ラ
ヌ
ス
の
生
涯
に
つ

C
o
n
f
r
a
t
e
r
n
i
t
e
 e
 pi
e
t
a
'
d
e
i
 laici nel M
e
d
i
o
e
v
o
,
 vol. 3, R
o
m
a
,
 1977, p
p
.
1
1
4
9
 ,
 
51; 

S. O
R
L
A
N
D
I
,
 L
i
b
r
o
 d
e
l
 R
o
s
a
r
i
o
 della g
l
o
r
i
o
s
a
 V
e
r
g
i
n
e
 M
a
r
i
a
,
 R
o
m
a
,
 1965, 

p
p
.
4
0
 ,44
．
ロ
ザ
リ
オ
信
心
会
に
つ
い
て
は
G
.
G
.
M
e
e
r
s
s
e
m
a
n
,
 cit., 
3, p
p
.
1
1
5
7
 ,
 
60; s. 

O
l
r
a
n
d
i
,
 cit., 
p
p
.
5
0
 ,
 
53. 

(13) 
G
.
G
.
 M
e
e
r
s
s
e
m
a
n
,
 cit., 
3, p.1214, D
o
c
u
m
e
n
t
i
 l; A
.
 D
'
A
M
A
T
O
,
 L
a
 De
v
o
z
i
o
n
e
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a
 M
a
r
i
a
 nell'ordine d
o
m
e
n
i
c
a
n
o
,
 B
o
l
o
g
n
a
,
 1984, p
p
.
5
7
 ,
 
69. 

(14) 
A
.
 W
i
n
s
t
o
n
'
と
len,
cit, 
p.130, n.89. 

C.F. B
L
A
C
K
,
 Italian Confraternities i
n
 the S
i
x
t
e
e
n
t
h
 C
e
n
t
u
r
y
,
 C
a
m
b
r
i
d
g
e
,
 

(15) 
1989. 

(16) 
A
.
 D
'
A
m
a
t
o
,
 cit., p.73. 

L• 

G
A
S
P
A
R
,
 lstrutione et a
u
u
e
r
t
i
m
e
n
t
i
 p
e
r
 m
e
d
i
t
a
r
 i
 misterij d
e
l
 R
o
s
a
r
i
o
,
 

d
e
l
l
a
 S
a
n
t
i
s
s
i
m
a
 V
e
r
g
i
n
e
 M
a
d
r
e
.
 R
a
c
c
o
l
t
i
 p
e
r
…

P. 
G
a
s
p
a
r
o
 L
o
a
r
t
e
…

d
e
l
l
a
 

C
o
m
p
a
g
n
i
a
 d
i
 G
i
e
s
u
,
 R
o
m
a
,
 1
5
7
3
;
 
P. 
C
A
N
I
S
I
U
S
,
 D
e
 M
a
r
i
a
 v
i
r
g
i
n
e
 

i
n
c
o
m
p
a
r
a
b
i
l
i
,
 et d
e
i
 genitrice s
a
c
r
o
s
a
n
c
t
a
,
 libri q
u
i
n
q
u
e…、

I
n
g
o
l
s
t
a
d
t
,

(17) 
1577. 

(18) 
五
野
井
隆
史
『
キ
リ
シ
タ
ン
の
文
化
』
日
本
歴
史
叢
書
、
吉
川
弘
文
館
、
二

0
―
二
年
、

五
四
頁
。

(19)
西
村
貞
、
前
掲
書
、

―
二
六
頁
。

0
)
 

(
2
 
『
吉
利
支
丹
文
学
集
』
新
村
出
、
柊
源
一
校
註
、
二
巻
、
東
洋
文
庫
（
五
七

O
)
、
一
九
一
七

ー
六
0
年
(
-
九
九
三
年
）
、
平
凡
社
、
三
三
—
四
0
頁
。

(21)
林
田
明
『
ス
ピ
リ
ツ
ア
ル
修
行
の
研
究
』
風
間
書
房
、

一
九
七
五
年
。

(22) 
『
吉
利
支
丹
文
学
集
』

一巻、

一
七
七
ー
三
八
八
頁
。

(23) 
五
野
井
隆
史
「
一
六
一
八
年
、
ジ
ェ
ロ
ニ
モ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
作
成
の
「
組
な
い
し
コ
ン

フ
ラ
リ
ア
に
関
す
る
覚
書
」
に
つ
い
て
ー
解
説
と
翻
訳
」
『
サ
ピ
エ
ン
チ
ア

英
知
大
学

論
叢
』
四

0
、二

0
0
六
年
、

A
-
|
A
十
九
頁
。

(24) 
五
野
井
、
前
掲
書
、
二

0
―
二
年
、
九
二
頁
。

(25) 
五
野
井
、
前
掲
書
、
二

0
―
二
年
、
ニ
ニ
七
頁
。
オ
ル
フ
ァ
ネ
ー
ル

『
日
本
キ
リ
シ
タ
ン

教
会
史
』
井
手
勝
美
訳
、

ホ
セ
・
デ
ル
ガ
ー
ド
・
ガ
ル
シ
ア
注
雄
松
堂
書
店
、

一
九
七
七

年
参
照
。

(26) 
シ
メ
オ
ン
は
次
の
旬
で
幼
子
の
受
難
に
言
及
し
、

マ
リ
ア
に
対
し
て
も
「
あ
な
た
自
身
も

剣
で
胸
を
刺
し
貰
か
れ
る
で
し
ょ
う
」
と
預
言
す
る
た
め
、
「
聖
母
の
七
つ
の
悲
し
み
」

の
イ
コ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
で
も
登
場
す
る
場
面
で
あ
る
。
ま
た
、
聖
母
の
お
清
め
の
祝
日
で

も
あ
る
。

(27) 
L. R
e
a
u
,
 cit., 
2
 ,
 
2, p
p
.
2
5
4
 ,
 
26. 

ヴ
ィ
ー
リ
ク
ス
一
族
の
世
界
的
影
響
に
関
し
て
は
、
木
村
、
前
掲
書
、
三
一
五
頁
。

(28) 

(29) 
ヘ
ロ
ニ
モ
・
ナ
ダ
ル

（
一
五0
七
—
八
0
年
）
は
イ
エ
ズ
ス
会
最
初
の
十
人
の
メ
ン
バ
ー

の
う
ち
の
一
人
で
、

ロ
ヨ
ラ
の
代
理
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
た
ち
を
訪

れ
、
会
憲
の
指
導
と
実
施
に
努
め
た
。

J.
B
R
O
D
R
I
C
K
,
 Il p
r
o
g
r
e
s
s
o
 d
e
i
 Gesuiti, 

M
i
l
a
n
o
,
 1966, p
p
.
1
5
7
 ,
 
202. 

復
刻
版
が
神
戸
大
学
に
所
蔵
さ
れ
る
『
E
v
a
n
g
e
l
i
c
a
e

historiae i
m
a
g
i
n
e
s
』
は
キ
リ
ス
ト
と
マ
リ
ア
の
生
涯
の
百
五
十
三
場
面
が
描
か
れ
た

大
ぶ
り
の
挿
絵
本
で
あ
る

（
一
五
九
三
年
刊
行
、

一
五
九
四
、
九
五
年
に
注
釈
つ
き
の

「A
d
n
o
t
a
t
i
o
n
e
s
et M
e
d
i
t
a
t
i
o
思
s
in E
v
a
n
g
e
l
i
a
 
(
福
音
書
の
注
釈
と
瞑
想
）
」
と
し

ナ
ダ
ル
が
場
面
選
択
か
ら
構
図
ま
で
指
示
し
、

て
典
礼
暦
順
に
並
べ
替
え
ら
れ
再
版
）
。

各
場
面
に
付
随
す
る
注
釈
を
作
成
し
た
。
下
絵
は
フ
ィ
ア
ン
メ
リ
と
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
・

パ
ッ
セ
リ
、
版
刻
は
マ
ル
テ
ィ
ン
・
デ
・
フ
ォ
ス
と
ア
ン
ト
ン
・
ヴ
ィ
ー
リ
ク
ス
に
よ
っ

て
な
さ
れ
、
出
版
・
刊
行
は
一
五
九
三
年
で
彼
ら
の
死
後
で
あ
る
が
、
出
版
者
は
ア
ン
ト

ワ
ー
プ
の
ク
リ
ス
ト
フ
・
プ
ラ
ン
タ
ン
と
マ
ル
テ
ィ
ヌ
ス
・
ヌ
テ
ィ
リ
ス
で
あ
る
。
伝
道

へ
の
心
構
え
と
瞑
想
の
た
め
の
助
け
と
し
て
よ
り
効
果
的
に
な
る
よ
う
に
、
聖
書
の
物
語

を
活
気
に
満
ち
、
現
実
的
な
も
の
と
し
て
描
か
せ
た
。

G.
A., B
A
I
L
E
Y
,
 B
e
t葵
e
e
n

R
e
n
a
i
s
s
a
n
c
e
 a
n
d
 B
a
r
o
q
u
e
:
 J
e
s
u
i
t
 A
r
t
 in R
o
m
e
 1
5
6
5
-
1
6
1
0
,
 T
o
r
o
n
t
o
,
 2
0
 0
 3, 

pp.IO'11. 36, n
.
3
4
に
詳
細
な
参
考
文
献
。

(30) 
ヴ
ィ
ー
リ
ク
ス
の
二
枚
の
版
画
と
『
福
音
書
画
伝
』

の
挿
図
は
ヨ
セ
フ
で
は
な
い
初
老
の

男
性
が
イ
エ
ス
の
手
足
を
押
さ
え
て
い
る
が
、
ユ
ダ
ヤ
の
伝
統
に
沿
っ
た
も
の
と
言
え
る
。

(31)
原
爆
で
焼
失
し
た
長
崎
の
マ
リ
ア
十
五
玄
義
図
に
は
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
士
が
描
か
れ
て
い

こ°t
 

(32) H• 

H
I
B
B
A
R
D
,
 "
U
t
 p
i
c
t
u
r
a
e
 s
e
r
m
o
n
e
s
"
,
 i
n
 A
r
c
h
i
t
e
t
t
u
r
a
 e
 arte dei gesuiti, a
 

c
u
r
a
 di R. W
i
t
t
k
o
w
e
r
 e
 I. 
B. Jaffe, M
i
l
a
n
o
,
 1972, p.31. 

(33)
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
の
イ
エ
ズ
ス
会
聖
堂
の
ル
ー
ベ
ン
ス
の
作
品
な
ど
。

(34)
坂
本
、
「
南
蛮
美
術
と
洋
風
画
」
前
掲
書
、
五
八
頁
、
図
四
五
。

(35)
割
礼
は
産
褥
期
に
行
な
わ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
神
殿
に
場
面
設
定
す
る
な
ら

ば
、
本
来
マ
リ
ア
は
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
図
像
伝
統
に
お
い
て
は
、
施
術
の
刃
に
お
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び
え
る
イ
エ
ス
を
ヨ
セ
フ
が
支
え
る
作
例
も
見
ら
れ
る
が
、
よ
り
時
代
考
証
に
則
し
た
も

の
と
い
え
る
。
グ
リ
ー
ン
ビ
ル
、
ボ
ブ
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
大
学
美
術
館
の
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
サ

バ
テ
ィ
ー
ニ
の
《
割
礼
》
（
図
23
、

一
五
六
四
年
頃
）
や
、

ロ
ー
マ
、
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア

マ
ッ
ジ
ョ
ー
レ
聖
堂
の
ド
メ
ニ
・
パ
ッ
シ
ニ
ャ
ー
ノ
の
フ
レ
ス
コ
（
図
24)
な
ど
で
あ
る
。

割
礼
と
の
主
題
の
混
同
と
言
え
る
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
イ
ル
・
ジ
ェ
ズ
聖
堂
左
第
二
礼

拝
堂
の
フ
レ
ス
コ

（図
25
、
ニ
ッ
コ
ロ
・
チ
ル
チ
ニ
ャ
ー
ニ
、

一
五
八

0
年
代
）
や
ナ
ダ

ョ
セ
フ
が
シ
メ
オ
ン
に
イ
エ
ス
を
捧
げ
て
い
る
。

そ
の
た
め
ヨ
セ
フ
が
キ
リ
ス
ト
を
捧
げ
る
東
家
本
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
神
殿
奉
献
の
図
像
伝

ル
の
《
神
殿
奉
献
》
（
図

26)
で
は
、

(36) 
統
に
則
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

五
野
井
、
前
掲
書
、
二

0
―
二
年
、
八
＝
―
_
八
五
頁
。

(37) 
イ
エ
ズ
ス
会
の
無
原
罪
の
聖
母
の
信
仰
に
関
し
て
は
異
論
も
あ
る
が
（
徳
山
光
「
「
雪
の

サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
」
図
の
黒
子
（
ほ
く
ろ
）
」
『
鹿
島
美
術
財
団
年
報
』
十
三
別
冊
、

一
九
九
六
年
、
四
二
三
ー
四
三
三
頁
）
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
の
イ
エ
ズ
ス
会
の
サ
ン
タ
・
ル
チ

ア
聖
堂
に
は
そ
の
当
初
か
ら
デ
ニ
ス
・
カ
ル
ヴ
ァ
ー
ル
ト
の
《
無
原
罪
の
お
宿
り
》
の
祭

壇
画
が
あ
り
、

一
八
五
四
年
に
そ
の
教
義
が
公
認
さ
れ
た
と
き
イ
エ
ズ
ス
会
が
大
き
く
関

与
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

(38)
西
村
、
前
掲
書
、

(39)
坂
本
、
前
掲
書
、
一
九
九
八
年
、
二

0
七
頁
、
注
二
十
二
。
同
、
「
日
本
初
期
洋
風
画
」
「
日

本
の
美
術
』
八

0
、
至
文
堂
、

―
四
九
ー
一
五

0
頁。

一
九
七
三
年
、
二
九
頁
。

(40)
若
桑
、
前
掲
書
、

一
八
0

|
―
八
二
頁
。

(41)
西
村
、
前
掲
書
、

―
二
七
ー
―
二
八
頁
。

(42)
五
野
井
、
前
掲
書
、
二

o
―
二
年
、
二
三
六
ー
ニ
三
九
頁
。

[
付
記
]

本
論
文
は
平
成
二
十
四
年
度
組
織
的
な
若
手
研
究
者
等
海
外
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
研
究
成
果

の
一
部
で
あ
る
。

宇
埜
直
子
（
う
の
•
な
お
こ
）

平
成
二
四
年
三
月

平
成
二
四
年
四
月
—

神
戸
大
学
大
学
院
文
化
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
研
究
員

-65-



図2 〈マリア十五玄義図〉 17世紀前半、 図1 (マリア十五玄義図〉 17世紀前半、京都大学

茨木市立キリシタン遺物史料館 （東家本） （原田家本）

図4 ヒエロニムス・ヴィーリクス版刻 図3 ビエール・ミオット版刻（路傍の聖母と聖イグナティ

〈聖母子と福者シュトラウス・コストカ ウスと聖フランシスコ・ザビエル〉 1638年以降

と聖バルバラ〉
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図6 アントニオ・テンペスタ版刻

〈ロザリオの聖母と十五玄義〉 1590年

図8 「神殿奉献」〈マリア十五玄義図〉（東家本）

部分

図5 バニャカヴァッロ（子）工房

（ロザリオの聖母と十五玄義） 15世紀後半、

バニャカヴァッロ、サンタ・マリア・デル・

カルミネ聖堂

図7 「神殿奉献」〈マリア十五玄義図〉（原田家本）

部分
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図10 ジョヴァンニ・ブージ（割礼〉 16世紀前半、ローマ、

バラッツォ・ディ・ヴェネツィア

図12 ベルトラムの画家〈割礼） 1400-10年、

多翼祭壇画の一部、ハンブルグ美術館

図9 ジョヴァンニ・ベッリーニ〈割礼〉

1480-1530年、ヴェローナ、カステル・

ヴェッキオ

図11 トンマーゾ・ディ・アンドレア・ヴィンチドール

〈割礼〉 1510-25年、バリ・ルーブル美術館
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図14 ヤン・ファン・コニンクスロー《割礼》 図13 ジョス・リーフェリンクス《割礼》（部分）

16世紀前半、ルーアン美術館

図16 サン・ゼヴェリンの画家

〈割礼》 16世紀前半、ルー

ブル美術館

図 18 フラ・アンジェリコ、銀製品収

蔵棚の扉の一部、フィレンツェ、

サン・マルコ

15世紀末、アビニヨン、プティ・パレ

美術館

図 15 アドリアーン・イゼゥブラント「割礼」

《七つの悲しみ》の一部、 16世紀前半、ベル

ギー王立美術館

図17 ゲオルグ・ペンツ版刻の「キリスト伝」のー場面、

1534-35年
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図20 ヒエロニムス・ヴィーリックス版刻 図19 ヒロニムス・ヴィーリックス版刻「割礼の祈り」

（割礼〉「聖母伝」中の版画、 1619年 1595年

図22 (教会暦祝日図絵〉 図21 〈割礼》ヘロニモ・ナダル監修

神戸市立博物館 『福音書画伝』の挿図、 1593年
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図24 ドメニコ・バッシニャーノ〈割礼〉ローマ、 図23 ロレンツォ・サバティーニ〈割礼〉

サンタ・マリア・マッジョーレ聖堂

PVRLFICATIO. 
Luc. ぶ， .Armo↓・ s x 

図26

1564年頃、グリーンビル、ポブ・ジョー

ンズ大学美術館

図25 ニッコロ・チルチニャーニ〈神殿奉献》 1580年代、

ローマ、イル・ジェズ聖堂
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図28 「聖母被昇天」〈マリア十五玄義図〉（東家本） 図27 「聖母被昇天」〈マリア十五玄義図）（原田家本）

部分 部分

図30 ヒエロニムス・ヴィーリクス版刻 図29 ヒエロニムス・ヴィーリクス版刻〈三日月

（無原罪のお宿り〉 1619年以前 を踏んで立つ聖母子） 1619年以前
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